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＊適切であると評価する項目に○を記入　（４　３　２　１）　「４」を「優れている」として４段階評価
１．授業（学習活動）について
	
	
	評　価　項　目
	評　価
	一言メモ・所見

	規
律
	①

	学習用具の準備。話し方、聞き方のルール等、授業規律が確立している。
	４　３　２　1

	


	授
業
構
想

	②

	付けたい資質・能力を付ける方法や（学習活動）教材の解釈が適切である。　・指導内容や教材の解釈が的確。時間配分が適切。等
	４　３　２　1

	

	
	③

	付けたい資質・能力に合った評価規準を設定している。
　・評価する場面やねらいに応じた適切な評価規準を具体的に設定。
	４　３　２　1

	

	
	④

	教科の特性に応じた問題解決的な展開である。
　・問題解決的な展開のプロセスを指導者が意識。
	４　３　２　1

	

	導
入

	⑤

	学習活動の見通しをもたせている。
　・１時間の見通し。単元の見通し。課題解決の見通し。等
	４　３　２　1

	

	
	⑥

	本時のめあてや課題が適切である。
　・ねらいに迫る適切なめあてや課題。意欲的に取り組む必然性や工夫。
	４　３　２　1

	

	展
開

	⑦

	自
己
決
定
	自分なりの考えをもつ時間を適切に設定し、既習事項や学習用語等の確認を適切に行っている。
	４　３　２　1

	

	
	⑧

	
	思考・判断を促すような教師の働きかけや手立てがある。　・補助発問や学習の手引き、ワークシート等が適切。
	４　３　２　1

	

	
	⑨

	自己
存在
	自分の考えを発表したり、説明する場を適切に設定し、根拠とともに、語らせるようにしている。
	４　３　２　1

	

	
	⑩

	共感
関係
	互いの考えを認め合ったり、自分の考えを深めたり、広げたりする場が設定されている。・ペア学習、グループ学習等
	４　３　２　1

	

	
	⑪

	手
立
て
	多様な考えを整理・分析・深化する手立てがある。
　・ヒントの提示、思考類型の提示、思考ツールの活用、
一人一台端末等ICTの活用等。
	４　３　２　1

	

	
	⑫

	板
書
	思考を助けたり、深めたりするのに適した板書である。
　・思考の流れに沿って整理。文字の大きさ、配置、色分け等が適切。
	４　３　２　1

	

	
	⑬

	 支
 援 
	児童の習熟の程度に応じて、適切な支援をしている。
　・適切な机間指導や対応。「C努力を要する状況」の児童生徒への支援。
	４　３　２　1

	

	終
末

	⑭

	課題を設定した場合は、適切なまとめができている。
  ・学習用語を適切に使用。一定の条件やキーワードや例等を示す。
	４　３　２　1

	

	
	⑮

	本時の振り返りの視点がめあてに対して適切である。
  ・習得した学びや学び方を振り返る内容、学びに向かう力を育む内容。
	４　３　２　1

	


２．指導方法の工夫改善等について
　　※一人一台端末等ICTの活用、習熟度別指導、TT指導、図書館活用、人材活用　等
	


３．授業全般を通した意見や感想等
	



